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芥川龍之介は理知的な作風を特色とし、新理知派、新技巧派等の
呼称が冠せられる。そうした相貌の冷静に対して、その書簡には、真情こめたものや読む者を愉快で楽しい心地 させるものなど、純粋で率直なものが多い。その両面の見える芥川という人間を探求したいと思っていたところ、大阪市立大学恒藤記念室／大学史資料室主催の二〇〇九年度シンポジウム
｢ 恒藤恭と芥川龍之介―時代と対峙
した二つ 知性―
｣ に参加する機会に恵まれた。恒藤恭は大阪市立大
学初代学長である。　
その折の関口安義氏のシンポジウム記録「恒藤恭と芥川龍之介
―蘆花「謀反論」を介在 して―」に名のある藤岡蔵六
[1891.2 ―
1949.12] の存在が飛び込んできた。彼も芥川
[1892.3 ―
1927.7] の一高、
東大の同期生で親友であったと
う（１）
。この藤岡蔵六のことを知りた
いと思ったのが本稿の発端である。調べるうち、同じ関口氏の詳細な論考『悲運の哲学者
 評伝藤岡蔵
六（２）
』に大いに蒙を啓かれた。と同
時に、私なりに虚心に白紙の状態で追求しようと思った。現段階では、関口氏の「人づき合いのまずさ」・「他者への配慮を欠いた性向」ゆえの「悲運」とはいくぶんちがう観点から、纏め ことができはしないかと思っている。　
本稿では、芥川作品の中で新たに見つかった藤岡の姿や、文学の
香り高い蔵六の回想録『父と子』に見る芥川像、論文掲載の東大哲学会『哲學
雜
誌』や執筆した岩波『哲學
辭
典』を通して見る研究者
としての藤岡像、さらには蔵六の長男眞佐夫氏の『父母の思い出とともに』に記される蔵六の語らなかったこと。それらを通して、藤岡の一高時代から東大哲学科研究室副手時代の芥川との交友、芥川が藤 から得たも について考察を試みたい。
一
  おほらかなる「わが友」藤岡蔵六
　
藤岡は芥川と第一高等学校時代（明治四十三年１９１０九月～大
正二年１９１３七月）を第一部乙類（英語文科） 同級生として過ごし、藤岡は哲学科西洋哲学専修、芥川は文学科英文学
( 正確には、
英吉利文学
) 専修と、共に東京帝国大学文科大学に進み、大学卒業後
も親交を結んだ。　
芥川の『田端日
記（３）
』に、大正五年（一九一六）七月に東大を卒業
した後も、「蔵六」と呼ばれて密な交友関係にあった藤岡の姿がいきいきとユーモラスに描かれている。東大哲学専修を首席で卒業した藤岡は、四月から哲学科研究室の副手を努めており、英文 専修を二番で卒業した芥川も昨年十二月一日付で横須賀の海軍機関学校の英語教師となっていた。六年七月三十日、この日芥川は歯痛で寝
（『文学史研究』54号　2014．3）
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ていた。
　
すると二時頃になつて、藤岡蔵六が遊びに来た。到底起きる
気がしないから、横になつた儘、いろ
く
話してゐると、彼が
三分ばかりのびた髭の先をつまみながら、僕は明日か明後日御嶽へ論文を書きに行くよと云つた。どうせ蔵六の事だから僕がよんだつてわかるやうなものは書くまいと思つて、又カントかとか何とかひやかしたら、そんなものぢやないと答へた。それから、ぢやデカルトだらう。君はデカルトが船の中で泥棒に遇つた話を知つてゐるか。と自分でも訳のわから い事をえ さうにしやべつたら、そんな事は知ら さと あべこべに軽蔑された。大方僕が熱に浮 されてゐ とでも思つた だらう。このあとで僕の写真を見せたら、一体君の顔は三角定規を
倒さかさ
に
したやうな顔だのに、かう髪の毛を長くしちや、愈々エステテイツシュな趣を損ふよ。と、入 ざる忠告を聞かせられた。
 
　
「当時東京に住せざりしため」とあるから、芥川が横須賀の海軍
機関学校の英語教師となってからであろう、『その頃の赤門生
活（４）
』
の「僕の同級 哲学科の学生」も蔵六と思われる。共に大学院に籍を置いていた。蔵六の専攻するドイツ哲学のシエリング
[1775 ―
1854]
と同じく「除名処分を受」けた「僕
( 芥川
) 「の爲に感激」する、世
事に拘泥しな 、理想主義者ぶりが現れていて、さもありなんと思う。この文章は芥川の自死した年に書かれている。藤岡 面影が芥川の中に生涯生き続け ことを思う。
　
僕の二十六歳の時なりしと覚ゆ。大学院学生となりをりし
が、当時東京に住せざりしため、退学届を出す期限に遅れ、期
限後数日を経て事務所に退学届を出したりしに、事務の人は規則を厳守して受けつけず「既に期限に遅れし故、三十円の金を收めよ」といふ。大正五六年の三十円は大金なり。僕はこの大金を出し難き事情ありしが故に「然らばやむを得ず除名処分を受くべし」といへり。事務の人は僕の将来を氣づかひ「君にして除名処分を受けん乎、今後の就職口を如何せん」といひしが、畢
つひ
に除名処分を受くることゝなれり。
　
僕の同級の哲学科の学生、僕の為に感激して曰、「君もシエ
リングの如く除名処分 受けしか」と！シエリングも亦僕の如く三十円の金を出し渋りしや否や、僕は未だ寡聞にしてこれ知らざるを遺憾とするものなり。
　
芥川は『学校友だ
ち（５）
』に「高等学校以来の友だち」として「冷静
なる感情家」恒藤恭、「善良なる都会的才人」秦豊吉、「損をした男」藤岡蔵六の三人を挙げ、その人物を論じ、「藤岡蔵六は芥川龍之介の旧友なり」と断じる。
　
藤岡蔵六これも高等学校以来の友だちなり。東京の文科大学
を出、今は法政大学か何かに在り。僕 友だち 多けれども、藤岡位損をした男はまづ外にあ べし。藤岡の常に損をするは の悪き訳にあらず。只藤岡の理想主義者たる為な 。それも藤岡の祖父に当る人は川ばたに蹲まれる乞食を見、さぞ寒からうと思ひし余り 自分も襦袢一枚 なりて厳冬の縁側に坐り込みし為、とうとう風を引いて死にたりと言へば、先祖代々猛烈なる理想主義者と心得べし。この理想主義を 解せざる世間は藤岡を目して辣腕家 做す。滑稽を通り越して気の毒
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なり。天下の人は何と言ふとも、藤岡は断じて辣腕家にあらず。欺かし易く、欺かされ易き正直一図の学者なり。僕の言を疑ふものは、試みにかう考へて見るべし。――芥川龍之介は才人なり。藤岡蔵六は芥川龍之介の旧友なり その旧友に十五年来欺されてゐる才人ありや否や。（藤岡蔵六の先輩知己は大抵哲学者や何かなるべければ、三段論法を用ふること斯くの如し。）
 
　
藤岡も、明治四十三年（一九一〇）一高に入学早々芥川に誘われ
て自宅を訪問した折のことを、回想録『父と子』（九二
 文科一年乙
類）に語っている。
　
私は第一高等學
校（イ）
文科一年乙類の一生徒となった。此
級クラス
に島
根縣出身の恒藤恭（当時井川恭）と言う秀才が居て、寄宿寮も同じ南寮だったので、何時の間にか親しく話をするようになった。また生粹の江戸児 芥川龍之介と言うスマートな青年が居たが、彼はどう言う譯か私に近付いて來て、「一度僕の宅へ遊びに來給え」と言う で行って見た。當時彼の家は新宿に在って搾乳業を營んでゐた。二階へ通されて搾り立て 牛乳御馳走になった。其時二人は何を話したか忘 しまったが、田舎辯の私が東京辯に魅了され乍ら話したこと丈けを覺えている。私は多士濟々たる文一乙の中でも圖抜けてよく出来た是等二秀才と親交するようになったことを喜んだ。（イ）
當時の一高は本郷弥生ヶ岡
（６）
、今の東大農学部の在る場所に建っていた。
　
藤岡は、一年時自宅通学であった芥川と入寮以前から親しかっ
た。二年生の四十四年十一月十二日『向陵
記（７）
』第三巻に初めて芥
川家を訪問した井川恭（のちの恒藤恭）
[1888 ・
12 ―
1967･11] より
も早い。井川が芥川の生涯の親友になったについては、記念に、あの周知の二人の写真を撮ろうと芥川を誘ったような（『向陵記』第六巻 大正元年十二月三日条「芥君にけふ、僕の誕生日で写真うつすが一緒にうつさないかといふと、うつしてもいゝといふ。芥君は寮へいって服 きかへてきた。……望月写真館にあがる。一寸写真ブックをみて、かたをきめた ち、撮影室へはいる。はじめ僕がこしかけてゐたが、きまりがつかぬとみえて、僕が立つ事になる。うつって らもとの所へ帰ってきて、肩がこっちゃった 君がふ。」）井川の、世慣れた、社会的関係 尊重する態度が多分 関わっていたと思う。藤岡は世事に疎く社交べたであ た。　
芥川は藤岡に真情こめた手紙を送っている。大正四年三月九日、
恋の破局による胸中の葛藤を連作十二首 託して藤岡に送っている（藤岡宛芥川書簡１７
３（８）
）。芥川がその苦しみを訴えたのは、井川
と藤岡と府立三中時代の親友、山本喜誉司 三人のみである。後に山本の姪文は芥川の妻となる。
わが心ますらをさびね一すぢにいきの命の路をたどり
ね
（９）
かばかりに苦しきものと今か知
｢ 涙の谷」をふみまどふこと
ほこらかに恒河砂びとをなみしたるあれにはあれどわれにやはあらぬかなしさに涙もたれずひたぶるにわが
目ま
守もる
なるわが命はも
罌粟よりも
小ち
さくいやしきわが身ぞと知るうれしさはかなしさ
に似るわれとわが心を
蔑なみ
しつくしたるそのあかつきはほがらかなりな
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いやしみしわが心よりほのほのと
朝あさ
明あけ
の光もれ出でにけり
わが友はおほらかなりやかくばかり思ひ上がれる我をとがめずいたましくわがたましひのなやめるを知りねわ 友
汝な
は友なれ
ばやすらかにもの語る可き日もあらむ天つ日影を仰ぐ日もあらむあかときかは たそがれかわかねどもうすら明り われに来たれるわが心やゝなごみたるのちにして詩篇をよむは涙ぐましも
少しおちついている今日にも君の所へ行かうかと思ふがもう少しまつ事にする自分がもがいてゐる時に人が落ちついてゐるのを見るのは苦しいから
　
芥川は「わが友」藤岡を「おほらかなりや」
( ゆったりとしている
なあ、おおようだな
あ
）10
（
) と評している。これが愛媛県南予の穏やか
でのんびりした地で、父母とやさしい三人の姉に囲まれて大事に育てられた藤岡の本質であったろう。愛媛県は南予、県庁所在地松山市のある中予、一高、東大の同期生、矢内原忠雄の出身地今治市のある東予に分かれる。東予は香川県に近く、南予の岩渕村は高知県境に近く、佐田岬 らは九州が見える。藤岡は 芥川をとがめない「おほらかなる」友 あり、芥川 悩みを知って欲しいと訴えかける友であった。藤岡は深く思索する人間 芥川のよき理解者であった。　
深く思索する藤岡の姿を井川の『翡翠
記
）11
（
』所載Ｆの手紙は良く示
している。『翡翠記』全二十六節の内、四～八節は友人 手紙 いう構成になっていて、「四」はＡの手紙そ 一 「五」がＡの
その二、その三、「六」がＩの手紙その一、その二、「七」がＦの手紙、「八」がＮの手紙その一、その二である。Ａは芥川龍之介、Ｉは石田幹之助、Ｎは長崎太郎、Ｆが藤岡蔵六である。　
四節は「ある日戸棚の中に
蔵しま
つて置いた行李を出してそのなかの
物を
檢しら
べた。いろ
〳〵
の日記だの、記録だの、スケッチブックだ
のと一緒に古い がたく山入つていた。
尤もつと
も
  用事の手紙は其用
事が結了した後は存在の價値を失ったものと認めて引裂いてしまふて、殘つてゐるのは純粹な書信とも云ふ可きものばかりであつた。その手紙の中には高等學校にゐたころ出來た友人からの便 も大分あつた。
向むかふ
が
陵をか
の自治寮で
起おきふし
臥
を共にした友人の中でその後も書信
を往復してゐる四人 手紙がかなり沢山積つていた。」「Ａは東京の大學の英文科にゐる。Ｉはおなじ大學の史學科、Ｆは哲學科にゐる。Ｎだけは京都 大學 法科に籍を置いて る。この四人はみなかっきり0
と互ひに異つた性格を
有も
つている。」「Ｆは一切の努力の
方向を道徳に向つて集注せしめようと努めている人間である。伊豫の生れである。」などと、各人 ついて評し、「僕 彼等が二三年前に寄越した古い手紙をして彼らの個性を語ら め いと思い付いた。」で始まる。Ｆの手紙 掲げる。
　
暑くなったね、今が土用の最盛だ、君には別にお變りも無い
そうで結構々々、僕も例の通りぶら
く
暮して居る。實はもう
君から何か
便たより
を云って寄越すだらうと待ってゐた、その待ちあ
ぐんで居た
處ところ
へ八月一日附のお手紙が舞込んで來た、久しく君
と話をしなかった様に思はれるのでとゞろく胸を抑へながらそこにある一文字たりとも逃すまじと息もつかずに讀み
耽ふけ
つた、
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繰り返してまた讀んで見た、面と向つて話して居る時少しも気付かなかつた君のパアソナリチーの或る部
分
）12
（
が特別に明るい
色彩と輪廓とを以て僕の心に攻め寄せて
來きた
る様に思はれた、そ
して僕が堪へがたい
苦くるし
みとなって
涌わ
いて來る、日獨學舘に居た
頃僕の君に對する態度のあ りに
餘よ
所そ
々々しく親みに薄かった
事を許して呉れ玉へ、僕は充分君を尊敬もし愛しもして居た、それだのに 頑固なそして遊戯的皮肉な が知らず
〳〵
僕
を
驅か
って、ともすれば君に楯突かうとする様なおそろしい振舞
に出さしめるのであった、君よ
併しか
しながらかゝる振舞は要する
に僕の
缺けつ
點てん
には相違ないけれど決して僕の眞意では無かつたの
だ、僕自身はも少し物やさ い親みのあ 人なつこい人間であると心に思つて居る、たゞそれを
巧うま
く―否巧妙でなくとも好
い、卒直にありのまゝ表現することをなし得ない人間なのである、單に君に對する時のみでない、僕が
總すべ
ての人に對する態度
が斯うである、是は甚だ宜しくない、是非改め度いと思っ ゐる。…………略…………併しながら僕が
已すで
に大盤石の上に悠然と静座して居るものであ
るかの様に君が考へ ならば それは
大だい
なる誤りである、「否
誤りでは無い、どうしてもそう思はれる」と主張する らば君は僕の様子のシャインのみを見たものである。 には君と
類るゐ
を異にした（異って いかも知れな が）不安があり
煩はん
悶もん
があ
る、その込み入 方を比較す には及ぶま 人は到底他人を完全に理解する事は出來ないも であ か （他人のみで無
い、自分自身の理解すら
覺おぼ
束つか
ないが）僕は敢て自ら落付のな
い心の浪立ち騒げるものであるぞと述べるのではない、これは「事實」 爲め「相互了 」の爲め一言したま である。
自己の心理をとことん突き詰めて考えている。不器用だが、本当は「物やさしい親みのある人なつこい人間である」藤岡は芥川の傷ついた心にも同じように向き合ったであろう。日独学館は、一高のドイツ語教師で牧師でもあった三並良と独逸人教会の牧師シュレーデルとの共同経営になる一種の学寮。藤岡と井川は、大正二年四月十二日北寮四番室から退寮し（『向陵記』第八巻）一高最後の学期を相部屋で過ごし 。　
芥川は、京都帝国大学法科大学政治学科に在学していた井川の招
きを受けて、藤岡に「わが友はおほらかなりや」の歌を送った五ヶ月後の夏、井川の故郷松江を訪れ、八月五日から二十一日まで三週間近く滞在し、『松江印象
記
）13
（
』を残した。その折にも藤岡に宛
てて近況報告をしている（大正四年八月十四日付藤岡宛芥川書簡１９３）。
松江へ来てからもう十日になる大抵井川君とだべつてくらしてゐる湖水や海で泳いだりもした本は殆よまない少し胃病でよわつて 松江は川の多 静な町である町はづれのハアン先生の家もさびしい井川君のうちは濠の岸に 濠には藺や蒲が茂つてゐる中で時々かいつぶりが鳴く丁度小さ 鳴子をならすやうな声だ廿日頃に東京へ帰る
　
匆々
　
翌大正五年には、これから書こうとしている小説「芋粥」につい
て報告している（八月一日付藤岡宛芥川書簡２３
９
）14
（
）。芥川は藤岡
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に文学への敬意を見ていたのであろう。
新小説のやつを今日からかき出した題は「芋粥」と云ふのにするつもりだその中に君の所へゆかう
　
芥川は既に前年十一月に『羅生門』を『帝国文学』に、この二月
に『鼻』を第四次『新思潮』創刊号に発表、すぐに夏目漱石から『鼻』激賞の手紙を受け取っていた。二で述べるように六月には藤岡を漱石山房に連れて行っている。
二
  『父と子』に見る芥川龍之介
　
藤岡の回想録『父と子』は「伊豫國宇和島市の南方三里、岩松川
の中流に深い渕があって、其處に幾つかの大きな岩が聳えて居る。岩渕と言う村の名は是れに基いたも らしい。
村は人家凡そ百軒、
其一番東 端の家で私 生 た。父は春叢、母は要子と言 た」（一
　
岩渕村、藤岡）から始まり、父母とやさしい三人の姉に囲ま
れた幼少期、 尋常小学校、宇和島中学校を経て 一高等学校入学、「一一八
　
一
髙
卒業記念旅行」の大正二年、父春叢の亡く
なったとき「一二
　
父の死」で擱筆される。蔵六は二十年間の病
床生活の後昭和二十四年（一九四九）に亡くなったが、「病やゝ小康を得」て、「 三 七月十六日」（はしがき）までに書き上げ、その長男眞佐夫氏が昭和五十六年九月に 家版で出版されたものである。蔵六の幼年時代、 高時代、それらが昨日のことのように生き生きと細やかに表現されていて、文学の香り高 作品である。　
一高時代の芥川との交友を『父と子』に拾ってゆこう。
私は高等學校で芥川と親しく交り、度々彼の宅を訪問したが、或時彼 、「宅の母が、君のことを陽気な方だと言ってたよ」と告げた。私は非常に不思議なことだと思
い
ママ
。「僕がそんなに
陽気に見えるかね？」と尋ねた所、彼は母が言う陽気な方は、愉快な方と言う意味だと説明してくれた。私は、変れば変るものだと思った。中學時代の苦心を想い起 、「快活の修養が今此処に初めて其効果を現わしたこと 嬉しく思った。それと同時に、人間の性質は修養によって変化し得るも もあることを識った。尤も根本 まで変化するかどうかは未だ断定し兼ねるが、少なくと 性質の一面が し得るものであることは自己の体驗上断言出來る。後年私が獨逸のフライブルク大學へ入学して、フッセル教授の指導を受け 、同教授は私に向い、「貴君は、笑う哲学者
 L
ach
en
der P
h
ilosoph
だ」と言われ
た。真に思い半に過ぐる者 あった。
（七〇
　
快活）
　
「彼を「竜ちゃん」と愛称する両親や伯母たちに対してずいぶん
勝手気ままにふるまいながら、明かるい穏やかな家庭の
雰ふん
囲い
気き
の中
で芥川は概して平静な生活をく していた。」と恒藤が語る
(｢ 青年
芥川の面
影
）15
（
｣) 芥川家が、父母と弟思いの三人の姉に嘱望され、ただ
一人の男子として大事に育てられ、何不自由ない身であった藤岡に合っていたのであろう。フライブルク大学のフッセル教授の下で留学生活を楽しく過ご いた様子も窺われる。　
一で、藤岡は深く思索する人間で芥川のよき理解者であったこと
を見たが、芥川もま 藤岡の良き理解者であった。
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外面的に華かな生活をするよりも、内面的に沈潜して行こう
―これは私が一高入學と共に考え付いた生活態度であった。自己を掘り下げて行くこと、そうして確かりした自己の根抵を築くこと―これが高校三年間の私の任務である。真善美に対する憧憬と熱情とを深く内に蔵して、ただ平凡な單純な一生徒として暮そう。校内の總ての公的機関から遠ざかり、自己に沈潜し自己を育成しよう、其為めに は他から存在をさえ認められないほど影の薄い人間になっても構わぬ、他に見せる為めに學問し修養するのではないから、と言うのが私の執っ 生活態度であった。芥川のような眼光の鋭い友人だけ 、私の内部を洞見して其存在を認めてくれた。
（九五
　
一高生活の態度と方法）
　
芥川には怪異譚を集め、分類記録した
｢ 椒しよう
図ず
志しい
異
｣ と題したノー
ト
）16
（
がある。大正元年八月二日付藤岡宛芥川書簡９０に「
M
y
steriou
s な
話を何でもいゝから書いてくれ給へ、文に短きなんて謙遜するのはよし給へ
　
如例静平な生活をしてゐる時に図書館へ行って怪異と云
ふ標題の目録をさがしてくる此間稲生物怪録をよんだら一寸面白かつた其外比叡山天狗の沙汰だの本朝妖魅考だの其現代に縁の遠いものをよんでゐる」とある。次の夢 話を異常な興味をもって聞く芥川像には対象への強い関心が窺われ、これらと響き合う性向が感じられる。藤岡が哲学にうちこんでいることもわかる。
　
二年級になると寮室の編成が変った。同級の者だけが一室に
集ることになったので、私は芥川、恒藤、長崎、其他数名と一緒に北寮三番室へ移った。其頃私は、オイッケン原著、安倍能
成譯『大思想家の人生觀』を讀んでいた。　
或晩私は鳩の夢を見た。北寮の屋根に、一つは真白な、他の
一つは斑紋のある二羽の鳩が遊んでいた。初め彼等は屋根の上をピョンピョン歩き乍ら仲好く遊んでいたが、一羽が急に飛び立ったので、他の一羽も飛び出した。真白の鳩は 「僕はプラトーだ」と言った。斑紋の鳩は、「僕はアリストテレスだ」と言った。プラトーは勢よく空中へ舞い上った 、何時の間にかそれは私自身となっていた。私は、 い切り高く舞 上った後、アリストテレスに向 、「早く此處までお出で」と呼ぶと、彼は「そんなに高くは上れない」と言うので、それじゃ私も降りようと思って急降下した途端に眼が醒めた。　
翌朝この夢の話を芥川に話したところ、彼は異常な興味を
もって聞いてくれた。
（一〇四
　
鳩の夢）
北寮三番は中寮三番の誤記。三年次に北寮四番だったための混同か。　
藤岡は高等学校終りの夏休みを、両親と共に、佐田岬の突端に近
い井の浦と言う一漁村で過した。午前中は読書をし、午後は夕方まで海士のように海と砂浜と 暮 或時、漁師に誘われて烏賊釣りに行った。
此海でとれる烏賊は、剣菱烏賊と呼ばれ、大層美味だったので、私はそれを乾して鯣となし、上京の際芥川の宅へ土産物として贈った。後で彼は、君のくれた鯣は五
島（イ）
の鯣よりも美味だ
と言っ 皆が喜んで食べたと語った。
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（イ）九州五島列島
 
（一一七
　
井之浦）
佐田岬は南予西宇和郡にあり、四国最西端に位置する。晴れた日は九州を遠望できる。芥川家の雰囲気が藤岡に合っており、藤岡はしばしば芥川家を訪れていたので ろう。　
蔵六と芥川は大学に入っても親しい交わりが続く。七月に一高を
卒業したばかりの大正二年十一月十六日には ドイツ語教授菅虎雄宅を一緒に訪れている。
　
十一月中頃、私は芥川と連れ立って、鎌倉に在る菅虎雄先生
のお宅を訪問した。先生は一高の獨逸語教授だったが、書道の大家であった所から、話は自然書道を中心として
勢ハズ
んだ。先生
は筆を執り、半紙の上に健腕直筆振りを発揮しつつ、色々な書体を説明実演された。「漱石は文章は巧いが、字はわしに叶わなんだ」とは先生の御自慢話、漱石と とは泥懇の間柄であった。晝餐の饗應を受け、芥川と私 午後先生 お宅を辞去した。
（一二一
　
父の死）
日独学館へ帰って見ると、「チチキトクスグカエレ」の電報が待つて居り早速出発した。岩渕村の自宅で、父が最後の息を引き取ったのは大正二年十一月十九日であった。これらのことは十一月十九日付井川宛芥川書簡１３０にも える。　
蔵六は菅虎雄と泥懇の間柄であった漱石の木曜会にも芥川を通じ
て訪れている。 学卒業を控えた大正五年六月二十九日である。
夏目さんの所はこの次の木曜に延期してくれたまへ
　
こんどの
木曜は成瀬が言語学の試験にしくじつたので藤岡さん 所へ運
動にゆかなければならないから
木曜は漱石の面会日。蔵六は芥川に連れて行くよう頼んでいた。右の大正五年六月二十一 付藤岡宛 書簡２３５はそれへの返信。芥川は、八月に米国留学に旅立つ成瀬正一が卒業試験にしくじったために、言語学の藤岡勝二教授に働きかけるので行けないというのである。しかし、同二十五日付藤岡宛芥川書簡２３６に
先生の方へは上ると云つて返事をしてくれたまへ、それから君を誘ふよりも順路だから僕を誘ひに来 いか（新宿のり へ）市内に出て行くの 大迂回だ
とあり、早稲田南町の漱石山房を六 二十九日訪問したことが知れる。芥川と久米正雄の初めての訪問が大正四年十一月十八日、松岡譲が芥川と久米によって十二月に、成瀬と菊池寛が芥川、久米と共に行くのが五年七月下旬。蔵六が訪れた は第四次新思潮同人の成瀬、菊池より早い。蔵六は文学への憧 を持っていたと う。
　
北寮三番室は流石に文科的色彩が濃厚だった。私は其處で
色々な小説を讀んだ。當時私が最も愛讀した 、大衆では漱石と
鷗
外、新進作家では、谷崎潤一郎、武者小路實篤両氏の作
品であった。西洋の小説や脚本も色々讀んだが、其中でメーテルリンクの『タンクシールの死』を讀んだ時 は、私は初見兄さんの死を聯想した。哲學では、西田幾多郎著『善の研究』を興味深く讀んだ。 
（一〇五
　
讀書と觀劇）
初見兄さんは蔵六の生まれる前に六歳で亡くなった長兄。漱石を訪れたのには、蔵六の恩師三並良が漱石の親友正岡子規の、松山中学
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時代の五友の一人であったことも因としてあろうか。
　
三並良先生は温厚な気高い人格者であった。芝三田に在る統
一教会の牧師でもあったが、先生の基督教は新教の中のどの派にも偏しない所謂自由基督教の立場を取って居られた。凡ての考え方が自由で包容的 あり、眼は廣く國際的に開けていが、語學の関係上獨逸が主とな ていたのは止むを得な 。私が一高在 中諸先生 中で最 強い感化を受けたのは、新渡戸校長と三並先生とであったが、新渡戸博士 余り偉ら過ぎた所為か近寄り難い感じ して遂に一度も個人的にお目にかかたことは無かった。之に反し、三並先生には も度々お目にかかり、色々お話を伺いまた御馳走にもなったので、非常に親しい懐しい感じを抱くよう なった。
（一一〇
　
三並良先生）
　
自分と父という関わり（すなわち自己の形成）に深い思いを寄せ
る、この回想録を記す原点に、一高における三年間の思索と体験、触発されるところ大きかった芥川との交友があったことを長く我々の心の上に留めておきたい。
三
  ドイツ哲学を通して
　
愛媛県北宇和郡岩渕村（現宇和島市津島町岩渕）に生まれた藤岡
蔵六は、県立宇和島中学校（現宇和島東高校）を卒業 当時東京から往復一週間以上かかる地から はるばる天下の秀才の集まる一高に入学した。
「新橋驛に降りた時人込みの烈しいのに驚いた。田
舎ではお祭り騒ぎの時にでも、こんな人出 見られなかった。」
（九一
 初上り
) と記す。
　
一高の中寮三番で同室だっ
た
）17
（
成瀬正一は『日
記
）18
（
』に、井川に次
いで、藤岡を評する。「伊豫の人だ。矢張り真面目な人だ。中々の勉強家だ。正座法に熱心な人だ。哲学をやる由だ」。同室者八人の記述の中で、大学で何を専攻するのか記されているのは藤岡のみである。高等小学校三年生の時先生から「人生の目的は何か」考えて見よと言われ、大臣や大将や金持ちになることだと答える生徒の中で、藤岡は「人生の目的は自分の心の満足を得ることでありますと答えた。彼は している。
これは私が意識的に試みた最初の哲学的思索であり、且つ其解答であった
 
( 五六
 最初の哲学的思索
)
「哲学をやる由だ」と評された姿をやはり『父と子』から見てゆう。
　
一高の圖書館に英訳のトルストイ全集があった。之は有り難
いと思って私は度々借りて讀んだ。『コサック』や『生い立ちの記』（幼年・少年・青年）等面白かったが、殊に『復活』は私に大きな影響を與えた。人間は一度罪を犯しても共儘死んでしまってはいけない、それを後悔して新しく生れ更らなければならぬ、其處に人生の喜びがあり希望が湧く。冬の間霜枯れていた野の草が、春来れば新芽を吹いて生長する様に、人は復活しなければならぬ。私の悩みとそれを克服せんとする努力は、此書により新なる力と勇気とを得た。　
『トルストイ』と
幷
行して私は大西祝著『西洋哲學史』を讀
んだ。此書は内容が複
雜
難解であるため、小説を讀む様に樂に
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は行かなかった。私は考え考え讀んだので、上下二巻の大冊を讀了するのに数ヵ月かかった。讀み了った時私は、どうやら哲學と言うものに対する大体の見當だけは付い 様な気がした。今迄外部からのみ眺めていた哲学と言う大殿堂の其門内に一歩だけ踏み込むことが出来た様な気がした。哲學を研究するの哲學史から始めるの 確 良 方法だ 思った。
（一〇〇
　
トルストイ全集と西洋哲学史）
大西
祝
）19
（
[1864 ―
1900] は、明治三十一年（一八九八）ドイツに留学し
たが、病を得て翌年帰国。病癒えず三十七歳で夭折した。大西はカントの批判的理想主義の哲学の理解において同時代をぬきんでる存在であったという。藤岡が日本の哲学者の中で、その著書をどのように読んだか詳細に記しているのは、大西の『西洋哲学史』のみである。
｢ 哲学と言う大殿堂の其門内に一歩だけ踏み込むことが出来た
｣ に藤岡の感銘を見
る
）20
（
、大西に哲学研究の方法を学んだのであろう。
大正十三年九月赴任した旧制甲南高校でも、 史について生徒に波多野精一の著書と共に大西祝の『西洋哲学史』を精読することを勧めたという。
　
當時日本には獨逸の哲學者オイッケンの哲學が輸入され流行
してゐた。一高の獨逸語教授三並良先生は、滞獨中オイッケン博士と親交があった で、一高生の有志を集めて「オイッケン會」なるものを組織し、彼の哲學書を讀み彼の哲學を講義されることに った。私もその一會員に加えて頂いた。最初彼の名著
"Sinn und W
ert des L
ebens" 『生命の意義と價値』を講讀され
た。私は此書物を熱心に読み先生の講義を面白く聞いた。
　　
初め私は單なる一會員として参加したのであるが、何時の間にか幹事役を勤めるようになったので、先生にお目にかかる機会も増し、中野にあった先生のお宅へも度々お伺いした。　
會員は大凡二十名近くあったが、一度先生を中心に全會員の
寫
眞
を撮影し、先生からオイッケン博士に送ったところ、博士
は大層喜んで、自分の寫
眞
に署名し會員に見せてやってくれと
書いて先生の許へ送って来た。　
私は帝大卒業後文部省から獨逸留學を命ぜられた時、三並先
生の紹介状を持参して、オイッケン博士を訪問したが、生憎講演旅行中でお目にかかれなかったのは残念で 。博士のお住居は、エナ市の小高い丘 中腹に立つ宏壮な邸宅であった。
( 一〇九
　
オイッケン会
)
オイッケン
[1846 ―
1926] の哲学書を読む会「オイッケン会」の幹事役
まで勤めている。　
藤岡は大正五年、論文「カントの『純
粹
理性批
判
』に現はれたる
時間論」を提出し 哲学科を首席で卒業、大正九年七月まで四年間大学院に籍を置き、大正六年四月から十年三月まで四 間哲学科研究室副手に任ぜられ、学究としての道を進む。そして引続き大正十年七月多くの先輩より先に文部省在外研究員として留学し、ドイツのフライブルグ大学へ二年間在学しフッセル教授の下に哲 を研究し、大正十三年一月 帰国する。　
大学院で研究していたヘルマン・コーエンからフッセル
 に行った
については、眞佐夫氏が「コーエンのマールブルク 派はナトルプに引き継がれたが、他方新カント 派ではヴィンデ バントが西南
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ドイツ学派を創始し、フライブルグ大学教授のリッケルトがこれを大成した。しかし父が留学する前一九一六年にはフッセルがフライブルグ大学の教授となりその現象学が台頭してきたので父はそれを学びたかったのであろう。帰国後の蔵書の中にカール・ヤスパースの署名入りの本があったのでドイツ実存主義 哲学にも触れたのではないかと思う。」（『父母の思い出とともに
）21
（
』と記されている。
　
卒業論文は、東大『哲學
雜
誌
）22
（
』３５５号（大正五年九月）に前
篇、３５６号（同十月）・３５７号（同十一月）に後篇として載り、その後も「疑惑と哲
學
( デカルト研究の一節
) 」を３６１号（大正
六年三月）、「
認
識と根
據
」「一・二」を３８２号（大正七年十二
月）、「 ・四」を３８４号（大正八年二月）、「五」を３８７号（同五月）と、大正五年九月から同八年五月の三年間に七本の論文をものしている。３５７号で 、服部宇之吉教授、村上専精教授と共に、３６１号では桑木厳翼教授と共に、３８４号では、吉田熊次教授と共に、そして ３８７号では、田辺元氏、児島喜久雄氏 井上哲次郎教授と並んで掲載されている。傍ら、井上哲次郎が主宰する啓蒙雑誌『東
亞
の光』の編集を手伝い、カント
[1724 ―
1804] の観念
論哲学を止揚しようとした新カント学派のヘルマン・コーエン
[1842
―
1918] に辿り着く。「コーエンの思惟内容
產
出
說
と其批
評
（上）」
「一～八」を４００号（大正九年六 九～十一」を４０４号（同十月）に著し、コーエン『純
粹認
識の論理學』
( 一九一四年改訂
版
) 訳述に打ち込み、岩波書店から大正十年九月に出版する。ひたす
ら研究に没頭したのであろう。コーエンの初めての翻訳書であり、難解を極めるコーエン 哲学に取り組み、自分なりに咀嚼して 初
めて日本に紹介したのである。　
大正十一年十月出版の岩波『哲學
辭
典』千ページ余の小項目「哲
學」の解説者十八名の一人として分担執筆、「科學」「學」「學的」「客觀」「客觀主義」「客觀的‐主觀的」 經驗の類推 限界
概
念」「主觀及び主觀的」「主觀主義」「純粹直觀」「生成」
「知識」「二律背反」の１４項目も担当した。「哲學
｣ 執筆者に和辻
と同期の先輩、児島喜久雄 名はあるが、「藤岡
藏
六氏の
 コーエン
譯
述について」（『思想』第十号
･ 大正十一年七月
) において「純
粹
認
識の論理學」翻訳を批判した和辻哲郎の名は無い。そもそも「哲
學」の項目解説者十八名の内、出隆が最年少、藤岡がその一期上で、後は教授方や先輩であった。両著とも出版は大正十年七月の藤岡の留学 だから、出発前に原稿を完了したのであろう。　
『哲學
雜
誌』大正五年九月～九年十月までの四年間に九本の論
文、難解なコーエン 哲学書に取り組み、およそ六百ページの『純粹認
識の論理學』訳述として完成、最初の本格的な千ページ余の哲
学辞典の解説執筆、これら 藤岡の業績となろう。一高時代の芥川や井川のように現実の藤岡を知らない先輩たちは東大哲学科研究室の副手をつとめる辣腕の秀才というイメージを抱いたかもしれない。　
芥川との関係を見てゆこう。
　
一の『田端日記』大正六年七月三十日の藤岡の言「僕は明日か明
後日御嶽へ論文を書きに行く 」は、大正四年七月十一日付井川宛芥川書簡１８６にも　　
藤岡君はプラトン全集を懐にして御獄
ママ
へ上つた
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とあり、藤岡は論文を書く時は御嶽へ登っている。一人で落ち着いて考える環境が整っていたのであろう。大正元年八月三十日付井川宛芥川書簡９６に、一高二年生 夏休みに芥川が御嶽の頂上の小屋で福島中学生徒二人と一緒になっ 話をしている。この は長野・岐阜県境にある
御おんたけ
嶽
山であろう。一方、府立三中の後輩浅野
三千三宛大正五年九月三日付芥川書簡２４９の
あの天狗は僕も知つてゐます昔西川や中原と夜どほし東京から歩いて御嶽へ登つた時に一しよに行つた木本と云ふ男が天狗に敬意を表するんだとか何とか云つてあの鼻を舐めました何でも妙に塩がからかつたそうですその首がなくなつたのは非常に面白い僕は君のはがきを読んだおかげで昔の壮遊を思出し た何でも皆一円足らずの金 持つて下駄ばきで出かけたんだから乱暴ですおまけに東京から青梅までは五六里だと誰が云ふともなくきめてゐたんだから尚乱暴です の代り帰りは皆意気地のない りをし びつこをひきひき死なないば になつて新宿へ辿りつきましたさうして新宿 僕 うちへ仆れたなり小一日ぐうぐうひるねを て行き したそれ程僕た の連中は莫迦無鉄砲が揃ってゐたんです君は健在ですか勉強してゐま か
中学時代の友人と登ったのを描いて、読む者を愉快で楽しい心地にさせる東京青梅の西にある山、
御みたけ
嶽
もある。これは芥川が好んだ山
の一つという。東京から近距離でもあり、こちらであろう。御嶽へ登ることは芥川が勧めたのだろうか。　
大正四年十二月三日付井川宛芥川書簡２１１の
藤岡君がカントを論文にかくカントの
Zeit の見方はベルグソンの
Zeit の見方と共に誤りだと云ふ事を
bew
eisen するのださうだ
大正四年七月には
｢ プラトン全集を懐にして
｣ 論文を書きに行ったこ
とを、十二月には卒業論文の内容を知らせる、藤岡の哲学研究の具体的な資料であり、京大にいる井川に藤岡の状況が刻一刻伝わっていたこともわかる。　
右の書簡は卒業論文「カントの『純
粹
理性批
判
』に現はれたる時
間論」に関するものだろう。先 挙げたこの論文 続く『哲學
雜
誌』の 文名が「疑惑と哲學
( デカルト研究の一節
) 」であったことを
考えると、一の『田端日記』の芥川の言「カントかとか何とかひやかしたら、そんなものぢやないと答へた。それから、ぢやデカルトだらう。……」は彼が『哲學
雜
誌』掲載の「カントの『純
粹
理性批
判
』に現はれたる時間論」前篇、後篇と「疑惑と哲學
( デカルト研究
の一節
) 」という大正六年七月三十日時点で発表されていた藤岡の論
文をすべて読んでいることを示して る。芥川はこれ以降の藤岡の『哲學雜誌』論文「認識と根據」等も読んだであろう。　
芥川は『その頃の赤門生活』で次のようにも言う。
　
僕は確か二年生の時独乙語の出来のよかりし為、独乙大使グ
ラアフ、レツクスよりアルントの詩集を四冊貰へり。然れどもこは真に出来のよかりしにあらず、一つには喜多床に髪を刈りに行きし時、独乙語の先生に順を譲り、先に刈らせたる為なるべし。こは謙遜にあらず、今もなほかく信じて疑はざ 所り。　
僕はこのアルントを郁文堂に売り金六円にかへたるを記憶
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す、
爾じ
来らい
星霜を閲すること十余、僕のアルントを知らざること
は少しも当時に異ることなし。知らず、天涯のグラアフ、レツクス 今
いま
果はた
赭しや
顏がん
旧の如くなりや否や。
しかし、一高の授業は語学に力を入れていた。藤岡は「學科目は外國語が首位を占めていた。一週 英語九時間獨逸語九時間あった」（九五
 一高生活の態度と方法）、芥川は明治四十三年九月十六日
付山本喜誉司宛書簡
45に「一週独語九時間英語七時間と云ふひどい
めにあひ居候」、恒藤も 入学の同級生芥川と菊池寛について述べて、「英語の力がすぐれていたことと、それからそれへと英文の書物―その多くは英訳のもの― よみあさったことも、二人に共通な点であった。」一高では「外国語の学修が重んぜられていて、たとえば、一年生のときには毎週英語に十三時間、ドイツ語に九時間が割りあてられていたよう 記憶している。芥川はめったに欠席するようなことはなく、毎日の授業 時間に几帳面に出席し ものであった。
｣ （
｢ 青年芥川の面影
｣ ）と回想する。芥川は独乙語の出来
がよか ドイツ大使グラアフ レツクスからアルントの詩集を四冊貰ったのは実力で ろう。右の『その頃の赤門生活』の話は恒藤の言う「芥川は遠い過去の経験にしばしば高度 モディフィケーションをほどこして叙述している。」（
｢ 青年芥川の面影
｣ ）に当て
はまるだろう。芥川にはドイツの哲学書を原語で読む力があったろう。　
昭和二年七月の遺稿『或旧友へ送る手
記
）23
（
』の中に次のようにあ
る。
　
僕はこの二年ばかりの間は死ぬことばかり考へつづけた。僕
のしみじみした心もちになつてマイレンデルを読んだのもこの間である。マイレンデルは抽象的な言葉に巧みに死に向ふ道程を描いてゐ のに違ひない。が、僕はもつと具体的 同じことを描きた と思つてゐる。
この「マインレンデル」
[1841 ―
1876] について、菊池寛は『芥川の事
ども
）24
（
』で語る。　
彼は、文学上の読書に於ては、当代その比がないと思ふ。あ
の手記の中にあ マインレンデルについて、火葬場からの帰途、恒藤君が僕に訊いた。「君、マインレンデルと云ふのを知ってゐるか。」「知らない。君は。」「僕も んだ、あれは人の名かしらん。」　
山本有三、井汲清治、豊島與志雄の諸氏がゐたが、誰も知ら
なかつた。あの手記を読 で マインレンデルを知つてゐたもの果して幾人ゐたゞ う。二、三日して恒藤君が来訪し の話では、
独ドイツ
逸
の哲学者で、ショペンハウエルの影響を受け、厭世
思想をいだき、結局自殺が最良の道であることを鼓吹し 学者だらうとの事だった。　
芥川は色々の方面で、多くのマインレンデルを読んでゐる男
に違ひなかつた。
芥川は法哲学者恒藤も知らない
独ドイツ
逸
の哲学者を知っていた。一の
『その頃の赤門生活』でドイツの哲学者シエリング
[1775 ―
1854] を即
座に挙げた藤岡ならば知っていたであろ
う
）25
（
。今まで我々は藤岡が一
高時代、東大時代、大 院に籍を置き がらの東大哲学科研究室副
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手時代、フッセル教授の下でのドイツ留学時代と一貫して哲学に取り組んできたことを見てきた。法哲学の恒藤よりも、藤岡には研究の蓄積があった。「父は認識の根拠の解明を学としての哲学の根本問題とみて、認識論の諸問題を研究したが、こういう純粋哲学を誇りとしていた。」（『父母の思い出とともに』）と長男眞左夫氏は語る。　
｢ 文学上の読書に於ては、当代その比がない
｣ 芥川にとって、法科
の哲学よりも文科の哲学 方がより彼の求めるものにふさわしかったであろう。　
『田端日記』や『その頃の赤門生活』にユーモラスに描かれる藤
岡と芥川の奥には、藤岡の東大哲学科研究室副手時代に独逸哲学について真剣に語り合 二人がいた 思われる　
芥川龍之介の作品と藤岡蔵六の 父と子』、眞佐夫氏の『父母の
思い出とともに』、『哲學
雜
誌』『哲學
辭
典』を通して、藤岡の一
高時代から東大哲学科研究室副手時代の芥川との交友を考察した。哲学研究者としての、大学や哲学科研究室副手時代の蔵六の姿が『田端日記』、『その頃 赤門生活』や書簡類に生き生きと残っているのは、「本書に関係 ある数十冊の日記帳と、数冊の感想録と、二冊の反省録と、一冊の小倉百人一首と、及び数十葉の寫眞とが、戦災のため全部消失した」
( 『父と子』はしがき
) 藤岡の哲学研究
の具体的な資料として貴重である。　
藤岡は東大哲学科研究室副手という哲学研究の第一線にいた。新
カント学派のコーエンにしても その『純
粹認
識の論理學』を大正
十年九月に出版する前に、「コーエンの思惟内容
產
出
說
と其批
評
（上）」「一～八」、「九～十一」を既に『哲學
雜
誌』大正九年六
月、十月に著している
( ４００、４０４号）。新カント学派受容で
リードしたとされる恒藤恭のラスク『法律哲学』（大村書店）の大正十年二 より先であ 。そういう事よりも、文科の哲学をえらばず、法科の哲学ををえらんだ恒藤に比し、芥川と藤岡の交友当時は、一高時代から一貫して純粋哲学に取り組んできた藤岡 方が学研究の蓄積において勝っており、リードしていたと思う。　
『哲學
雜
誌』掲載の大正五年九月～九年十月まで四年間の九本の
論文や、千ページ余の岩波『 學
辭
典』の執筆項目「科學」「學」
「學的」「客觀」「客觀主義」「客觀的‐主觀的」「經驗の類推」「限界
槪
念」「主觀及び主觀的」「主觀主義」「純粹直觀」「生
成」 知識」「二律背反」を見ると、「父は認識の根拠の解明を学としての哲学の根本問題とみて 認識論の諸問題を研究した」が実感として伝わってくる。劣化してコピーもできない『哲學
雜
誌』に
は藤岡の思索に苦闘した跡が見える。　
｢ 文学上の読書に於ては、当代その比がない
｣ 「色々の方面で、多
くのマインレンデルを読んでゐる男 芥川は藤岡からコーエンら新カント学派について学んだであろう。留学後の藤岡にも会っている。二年半のドイツ留学で研鑚を積んだ藤岡から、その膝下にあった現象学のフッセル
[1842 ―
1918] のみでなく、帰国後の蔵書の中に
署名入りの本があったという、実存主義のヤスパース
[1883 ―
1969]
についても知識を得たであろう。ヤスパースには『シェリング』（
1955 ）という著作もある。芥川は藤岡によって最新の生のドイツ
41 　哲学者藤岡蔵六と芥川龍之介
哲学の動向まで知り得たのである。注（１）『大阪市立大学史紀要』第３号二〇一〇年一〇月、『芥川龍
之介新論』
2012.5 
（２）イー・ディ・アイ
  2004.7
（３）『新潮』大正六年九月、『芥川龍之介全集』第二巻
　
岩波書
店
　
第一刷
1995.12　
第二刷
2007.2 。
第二刷は本文内容に変更はないが、注解に加筆がありページ数の相違もある（以下同じ）。
（４）『帝国大学新聞』第一九八号
 昭和二年（一九二七）二月、
『芥川龍之介全集』第十四巻
 岩波書店
　
第一刷
1996.12　
第二
刷
2008.2
（５）『中央公論』大正十四年二月、『芥川龍之介全集』第十二巻
岩波書店
　
第一刷
1996.10 第二刷
2007.12
（６）原文「本郷弥ヶ岡」を「本郷弥生ヶ岡」に改めた。（７）『向陵記ー恒藤恭一高時代の日記ー』 大阪市立 学大学史
資料室復刻二〇〇三年三月）。一高入学、入寮の「第一巻」（明治四十三年九月十一日～十一月二十九日）から卒業、京大進学までの「第八巻」（大正二年四月 二 ～十月二日）。
（８）『芥川龍之介全集』第十七巻
 注解関口安義
 第一刷
1997.3 第二
刷
2008.5 。十七巻は書簡Ⅰで明治三十八年（一九〇五）～大正
四年（一九一五）までを収める。
（９）一首目「わが心ますらをさびね
｣ の歌は、大正四年六月付山本
喜誉司宛芥川書簡１８４（封筒欠）（年月推定）の連作三十首中の十七首目
あが友は
賢さか
しかるかもわれを見てますらさびねと云ひに
けるかも
いゝ加減にずんずんかいた歌ばかり
　
この次の水曜
にドイツ語の試験
　
あとはやすみ
　
この手紙よみ次
第やぶく事
の前後に詠まれたと思われる。山本 は同年三月九日付藤岡宛芥川書簡前後の三月に書かれたのではないだろうか。「この次の水曜のドイツ語の試験」を根拠に「六月」と推定されたのであろうが、年譜
( 『芥川龍之介全集』第二十四
巻
　
岩波書店
　
第一刷
1998.3 第二刷
2008.12) 大正二年三月
二十七日条に「前期試験終了【１００】」とあ 大正三年十二月 四 付秦豊吉宛芥川書簡１６６に「１８日 独逸語の試験」、同年同月二十一日付井川宛芥川書簡１６ に「逸語 一つすまして休みになつた」とあって、学期末の十二月に試験がある。学年末の「六月」だけでなく、学期末の「三月」 も「ドイツ語の試験」は行われたと思わ る。また、連作三十首の歌材もチユリップ、雪の光、春の水光柳の花、春雨など春を感じさせる。何より、十五首目
ひとりゆく韮
かみら
畑ばたけ
の夕あかり韮
かみら
かなしもあがひとりゆく
と似た歌
哲学者藤岡蔵六と芥川龍之介　42 
シグナルの灯は遠けれど韮畑駅夫めきつもわがひとりゆく
が大正五年二月十五日付井川宛芥川書簡２１９の「田端にてうたへる」連作六首の三首目にある。この連作は五首が「韮畑」を、残り一首も「韮」を詠んでおり、二月十五日頃の春がふさわしい。　
山本宛書簡は「封筒欠」のものが多く、月日推定が難し
い。『芥川龍之介全集』第十七巻
 注解関口安義
 第二刷
2008.5
が（この書簡の月日 ８月１日から月日不明に訂正します）とある大正四年月日不明山本宛芥川書簡１９０（年推定）（封筒欠）は、「八月一 」（第一刷
1997.3 ）を「月日不明」
とし、『芥川竜之介 集』
( 石割透編
 岩波書店
2009.10) は、
大正四年十二月十三日付山本宛芥川書簡２ ３と大正五年一月二十三日付山本宛芥川書簡２１７の間に置いている。
（
10）芥川の八首目「わが友はおほらかなりや」の歌は與謝野寛の
先師の五年祭に詠める。明治四十一年十二月。
萩はぎ
の家
や
の我が師
し
の君
きみ
は過
あやま
ちを咎め給
たま
はずおほどかなりき
『相
あひぎこえ
聞』
176（明治四十三年九月）
を念頭に置くと思われる。「おほどかなり」の意はやはり「おおようなさま」、これは先師「萩の家」落合直文を追悼した歌であるから、「おほどかなり＋き助動詞 とあるところを、親友蔵六への驚嘆 ら や」としたものである。　
その「おほらかなりや」の語法は、形容動詞「おほらかな
り」の終止形に詠嘆の意を添える終助詞「や」がついたもの。古典和歌に「
妙たへ
なりや
今けふ
日
はさ月の
五いつか
日
とて
五いつ
つの
巻まき
のあへる
御みのり
法
も」（紫式部集六五）や、「
懸か
かりける
雲くも
晴は
る
る
夜よ
に
澄す
む月の
待ま
ち
遠どほ
なりや秋の夕べに」（大斎院前御集
三六六）など、近代短 『武蔵野』の国木田独歩の死（明治
41・６・
23）に衝撃を受けた若山牧水の哀悼歌「
仰あふ
ぎみ
る御そら
庭には
の
樹き
あめつちの
冷ひやや
かなりや君は
ゐまさず」（別離
413）、與謝野晶子の「赤倉の山より出づる雲ゆゑにおぼろげ
なりや
北ほく
海かい
の
門もん
」（大正
13・９）（心の遠景（晶子第二十一
歌集）３
) などがある。
（
11）松江の新聞『松陽新報』大正四年（一九一五）八月に連載。
現在、『松陽新報』のマイクロフィルム版の所蔵が確認できるのは、国会図書館、島根県立図書館、島根大学図書館、出雲市立図書館だが、このいずれも、大正四年一月から昭和二年三月が欠号となっているため、『大阪市立大学恒藤記念室所蔵資料目録』（大阪市立大学学術情報総合センター編2002.3｢ Ⅷ
(
21) 切抜貼込帖の『松陽新報』切抜に拠ったが、本文
は総ルビで、煩雑なため、ルビは『袖珍翡翠記』井川恭著
 宍
倉忠臣編及解説
 山陰中央新報社
2004.5 に拠った。十五節末尾
に「八月十日」の記載あるのみで掲載日 不明である。右記の事情で確認できない。
（
12）『松陽新報』切抜の、部「
兮くわい
」は、『袖珍翡翠記』の部
｢ 分
｣
に改めた。
（
13）『芥川龍之介全集』第一巻
　
岩波書店
　
第一刷
1995.11 第二刷
43 　哲学者藤岡蔵六と芥川龍之介
2007.1 。『松江印象記』は、井川が、先の『翡翠記』の十四
節に「日記より」、二十一節に「日記より（二）」「日記より（三）」として、芥川の松江に対する感想を挿入せしめたのが原型で、両者とも「 龍之介」と署名する。「日記より」 『松江印象記』の一、「日記より（二）（三）」が二、三章に該当し、 芥川龍之介」という本名を用いた最初の作品となった。
（
14）『芥川龍之介全集』第十八巻
 注解関口安義
 第一刷
1997.4 第二
刷
2008.6 。十八巻は書簡Ⅱで大正五年（一九一六）～大正八年
（一九一九）までを収める
（
15）『近代文学鑑賞講座
　
第十一巻
　
芥川竜之介』吉田精一編
　
角川書店
1958.6
（
16）『芥川龍之介全集』第二十三巻
  岩波書店
  第一刷
1998.1 第二
刷
2008.11
（
17）成瀬は『向陵記』によると明治四 四年九月入寮時、中寮三
番だったが、後に南寮四番。第三巻明治四十四年十一月十二日条「此ごろのこと」に「この九月から文科は南寮四番と中寮三番に分れた。中寮三番 ハ、」「成瀬」とあって、「成瀬君が南寮へゆくことになった。」とある。しかし、この成瀬『日記』の記事は翌四十五年五月二十七日のことなので、再び元の中 戻っ ようだ。
（
18）石岡久子「翻刻
｢ 成瀬正一日記」」（一）『香川大学国文研
究』第二一号、一九九六年九月
（
19）原文「大西税」を「大西祝」に改めた。
（
20）最近も、近代日本哲学の確立者の全貌を伝える初の撰集とし
て三部三巻の大西祝撰集を岩波書店が企画し、Ⅰ巻哲学篇が昨年十一月に、Ⅱ巻評論篇が本年二月に出た。
（
21）藤岡眞佐夫『父母の思い出とともに』私家版一九九八年十一
月
（
22）明治十七年（一八八四）東京大学に哲学を考究する学会「哲
學会」が創設され、二十年二月より機関誌『哲學会
雜
誌』を
刊行。二十五年六月に改名。
（
23）『文藝春秋』（芥川龍之介追悼号）昭和二年九月号など、
『芥川龍之介全集』第十 巻
 岩波書店
　
第一刷
1997.2 第二刷
2008.4
（
24）『文藝春秋』（芥川龍之介追悼号）昭和二年九月号 『菊池
寛全集』補巻
 高松市菊池寛記念館
 平成十一年二月
（
25）このマインレンデルを、芥川がどこから得てきたのかについ
て、広津和郎が問題にし、久米正雄が曖昧に答えているが（「芥川龍之介研究作家研究座談会（十一）」『新潮』昭和十年七月）、宇野浩二もそれに触れて、森
鷗
外の『妄想』か
らであろうとの説に同感するという（宇野浩二『芥川龍之介』文芸春秋新社
 一九五三年十月）。芥川は『河童』でも
「マイレンデル」という形で言及しており、『妄想』も読んでいた可能性が高い。 年譜」大正六年三月八日条に「
鷗
外『山椒大夫』を再読し、改めてその手腕に感服する」とある。
